
実習説明会 Q＆A 

《実習に関すること》 

Q1. 実習の日程について。 

講習会が実施する合同実習と失語症友の会の実習の日程が重なることもあるのでは？ 

A1. 重なった場合は、できる限り他の日程の組み合わせに変更してもらうなど、講習を優先していただきた

い。 

 

Q2. 実習生との連絡について。 

実習生と連絡先は事前に交換するのか？ 

A1. 初回の連絡先は委員会から実習生に伝えるが、２回目以降のやり取りは直接交換を行う。 

 

Q3. 実習事故報告書について。 

実習で起きる事故のレベルはどの程度からか？  

A3. 破損、怪我はアクシデントレベルとして実習事故報告書に記載する。保険の申請で使用する場合もあ

るため、可能な場合は証明できるような写真を添付するのが望ましい。当事者と喧嘩した、嫌な思いをさせ

た場合などは実習報告書に記入し、委員会に報告する。 

 

Q4. デイサービスでのグループ訓練について。 

デイサービスは毎日実施しているので、実習受け入れ希望調査票の実習予定をどのように記入すれば良

いのか？ 

A4.デイサービスの予定に合わせ「何曜日の何時からであれば可能」のような記入で良い。 

 

Q4-①. 指導 ST への謝礼の振込が会社側になる場合は？また、謝礼から税金は引かれるのか？ 

A4-1. 企業は別途相談。基本的には源泉を含めた金額で支払い、個人口座には税抜き金額で振込む予

定。領収書不要。支払い明細が必要であれば、メールで添付することも可能。謝礼は指導 ST1 人 1 回 6000

円（税抜き）の予定。 

 

Q5. 受け入れ可能な実習生の人数について。 

失語症者に対する実習生の割合の目安になるものはあるのか？  

A：特に定めていないが、会の進行や雰囲気を変えない程度の人数を受け入れてほしい。チェックリストが

つけられる容量の範囲が望ましい。 

 

Q6. 外出同行支援について。 

外出同行支援はどの程度までを指すか？ 

A6. 例えば、クリスマス会の準備で失語症の方と一緒に近くのコンビニに行くのも OK。 

外出同行が難しい場合は、ロールプレイで買い物ゲームなど（気の利かない店員役を ST が行い、支援者

がどのように対応するかなどを実施する）を行うのも可能とする。 

 



Q6-①. 友の会の終了後の打ち上げも同行とみなすのか？例えば、会場に着くまでのやり取りまでとして

も。 

A6-①. 原則的には実習時間内に実施してほしい。ST も一緒にいることが条件。会場に向かうまでに実習

生と当事者が会話をし、ST がチェックすることが現実的に可能か。第３者とのやり取りをどのように橋渡し

するかが重要。 

 

Q7.当事者の情報について。 

実習生に当事者の情報（失語症の症状や趣味など）をある程度お伝えするのか？ 

A7：実習先によることもあるので適宜合わせる。当事者と実習生の状況を見て、可能であれば事前に助言

をしておく。指導 ST の判断に任せる。 

 

《模擬実習に関すること》 

Q1-①. スタッフチェックシートについて 

実習生の自己チェックシートには◯×△があるが、スタッフチェックシートには◯×△はないのか？備考欄

もできればつけてほしい。実習生とは 1 ヶ月ほど期間が空くこともあるので、前回の内容を見直せるようにし

たい。 

A1-① シートについては検討する。 

 

Q1-②.１対１の場面がチェックしやすいが、つけられるかどうか？数人で話しているところは難しいのではな

いか？ 

A1-②. １対１の会話場面を作ることが前提となっている。 

 

Q2. 会話時の道具について。 

会話時の紙や道具などの用意はどのようになっているのか？  

A2.：例えば 3 点セット（筆記用具・地図・カレンダー）などは講習で紹介する。初回の実習の前に、実習先か

ら持ち物の指示をすることは可能。実習先にもともと用意されている場合もある。また、書いた紙に関して

は、個人情報に関わるため実習生は持ち帰らないよう伝える。実習生が持参したノートなどは、廃棄がむ

ずかしいので、別紙を準備するよう伝える。 

 

《合同実習のチューターと当事者に関すること》 

Q1. 講師役の当事者について。 

当事者、特に重度の方は移動の問題もあるので、依頼から受諾までの間に時間がほしい。 

A1. 講座開始時に全ての回の当事者講師を決めるわけではない。１～２ヶ月前には確定したいので、それ

に間に合うようにメールで随時ご連絡をいただきたい。 

合同実習地の中野サンプラザは駅から近くスロープもあるが、電車移動など難しいこともある。事情がわか

るようであれば、同行者の交通費は出すことも可能。同行者がいるときは事前に往復・同行の交通費を申

請してほしい。また、合同実習中に何かあれば講座の行事保険で対応する。 

 



Q2. チューター、当事者の参加について。 

合同実習の全ての回には出られない場合は？ 

A2. 全てに出られる必要はなく、１回でも可能。 


